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 要 旨   
 筆者らは、東京の病院で健康診断を受けた 20-79 歳の 12988 名（5908 名の男性、7090
名の女性）について断面研究を行った。自己記入質問票に記入してもらったところ、5.4％
の男性、15.4％の女性が頭痛があると報告し、若年でより頭痛を持っている傾向があった。

両性とも、ストレスレベルに伴い頭痛が増加し、ストレス解消能力により頭痛が減少した。

両性において、頭痛とアルコール摂取とは用量依存的な逆相関の関係があり、歩行/運動不

足や睡眠の問題は頭痛の可能性を増加させた。両性において、頭痛持ちは様々な付加的な

健康状態の不良を報告する傾向があった。多変量逐次ロジスティック分析は年齢、ストレ

スの自己推測、報告した付加的な健康不良の数、アルコール摂取の少なさはそれぞれ独立

的に頭痛と関連があることを示した。以上より、女性は頭痛に感受性がより高いが、年齢、

ストレス、その他の健康不良、アルコール摂取、睡眠、運動などの頭痛に関連する因子に

ついては東京にいる日本人の男性と女性は同様な因子を共有していることがわかった。 
 
 
 
 
 
 

 




